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費
用
 
各
回
千
円
程
度

　
　
費
用
　
二
千
五
百
円

　のどが渇かなくてもこまめ
に水分をとりましょう。
汗をかいた日は塩分の補給も
忘れずに。

　帽子、日傘、涼しい服装
（通気性・吸湿性の良い服
装）日蔭を利用するなどしま
しょう。

 
十
月
二
十
一
日
（
土

)

　
健
康
教
室

　
認
知
症
予
防
パ
ー

ト
Ⅱ

　
参
加
費
は
無
料

　
申
込
〆
切
十
月
十
八
日

　
十
月
二
十
八
日

(

土

)

　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

　
来
館
の
お
り
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

き
ま
し
た
。
都
祁
公
民
館
で
有
効
に
お
使
い

　
　
　
プ
チ
田
舎
暮
ら
し

く
だ
さ
い
。
」

と
、
現
金
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

添
え
て
あ
り
ま
し
た
。

　
生
涯
学
習
課
や
財
団
事
務
局
と
相
談
し
な

が
ら
、
関
係
者
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き

次
の
よ
う
な
備
品
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

○
大
型
ク
ー
ラ
ー
（
二
階
大
集
会
室
に
設
置

　
済
）

す
。

 
さ
て
標
記
の
「
う
れ
し
い
話
　
感
謝
・

育
て
た
山
野
草
を
玄
関
に
定
期
的
に
飾
っ

　
た
く
さ
ん
の
中
か
ら
感
謝
・
感
謝
で
い

ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

「
都
祁
山
野
草
会
」
で
す
。
グ
ル
ー

プ
で

　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

　
九
月
八
日
（
金

)

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
都
祁
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費
用
　
無
料

　
九
月
二
日
（
土

)

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
三
時
　
都
祁
体
育
館
で

　
●
キ
ッ
ズ
つ
げ
ザ
ー

　
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
楽
し
も
う

　
奈
良
県
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

の
方
に

　
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
感
謝
・
感
謝
」

　
都
祁
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
畑

　
は
ち
み
つ
で
キ
ャ

ン
ド
ル
を
作
り
ま
す
。

 
都
祁
水
分
神
社
の
秋
祭
り
の
見
学
を
し
、

　
都
祁
山
口
神
社
、
葛
神
社
な
ど
を
散
策

　
し
ま
す
。

市
内
全
域
に
募
集
を
し
ま
す

　
●
つ
げ
体
験
セ
ミ
ナ
ー

　
予
定
）

○
物
置
（
事
務
室
前
に
設
置
予
定
）

○
会
議
室
A
の
椅
子
（
十
脚
の
予
定
）

○
靴
箱
　
二
個
（
正
面
玄
関
に
設
置
予
定
）

 
保
護
者
で
体
育
館
ま
で
送
迎
を
お
願
い

　
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
の
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
も
作

　
り
ま
す
。
　
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

　
都
祁
公
民
館
実
習
室
で

　
費
用
 
五
百
円
　
申
込
〆
切
十
月
十
七
日

　
が
、
都
祁
の
方
も
応
募
く
だ
さ
い
。

　
●
お
や
こ
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
和
紙
で
ち
ぎ
り
絵
を
つ
く
り
ま
す
。

 
親
子
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
十
月
十
四
日
（
土

)

午
後
二
時
か
ら
四
時

　
都
祁
公
民
館
実
習
室

○
パ
イ
プ
椅
子
（
実
習
室
一
・
二
で
活
用

　
都
祁
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
合

館
を
活
用
し
、
様
々
な
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
。
有
意
義
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

中
止
。
）

秋
か
ら

再
開
し
ま
す
。
　
　
　
　
「
感
謝
・
感
謝
」

 　
さ
て
、
も
う
一
つ
の
感
謝
・
感
謝
は
、

 　○風がよわい

　 ○急に暑くなった

く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
初
め
は
、
公
民
館
で
活
動
し
て
お

（
八
月
は
、

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
ご

覧
く
だ
さ
い
。

水分・塩分補給

暑さをさける

　
収
穫
は
、
八
月
十
九
日
の
予
定
で
す
。

　
そ
の
後
の
、

南
瓜
・
冬
瓜
・
サ
ツ
マ
イ
モ

の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
南
瓜
も
冬
瓜
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
注
）
各
講
座
と
も
、
内
容
や
費
用
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 
し
ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料

熱中症に注意
　　しましょう

 　○気温が高い

こんな日は特に注意

 　○湿度が高い

熱中症の予防法

都祁公民館だより 平成29年　8月  6日

都祁公民館だより

講座のお問い合わせ・お申込みは、電話・ＦＡＸで都祁公民館まで（月曜日・祝日は休館日です）TEL＆FAX　0743-82-1362

　
夏
休
み
に
入
り
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
が
み
な
さ
ん
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

　
何
年
か
前
の
都
祁
公
民
館
だ
よ
り
に
も

の
せ
ま
し
た
が
「
熱
中
症
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
」
を
再
掲
し
ま
す
。
暑
さ
、

寒
さ
も

彼
岸
ま
で
と
い
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
、

彼
岸
を
過
ぎ
て
か
ら
で
も
注
意
は
必
要
で

感
謝
」
の
こ
と
で
す
。
都
祁
地
域
に
は
、

公
民
館
の
こ
と
を
思
い
、
公
民
館
を
支
援

し
活
動
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
が
た

く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

暑
さ
の
た
め

　
蜜
蝋
キ
ャ
ン
ド
ル
　
十
月
二
十
五
日

(

水
）

匿
名
さ
ん
よ
り
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

匿
名
さ
ん
に
よ
る
と
、
「
昔
、
都
祁
公
民

　
申
し
込
み
用
紙
は
学
校
を
通
じ
て
配
布

　
費
用
　
一
人
千
五
百
円

う
 
れ
 
し
 
い
 
話

　
　
　
　
感
　
謝
・
感
　
謝

館
　
長
　
　
植
　
田
　
　
隆

　
●
都
祁
高
齢
者
学
級

 
●
プ
チ
田
舎
暮
ら
し

　
●
都
祁
散
策
（
神
さ
ん
の
里
帰
り
）

九

月

か

ら

十

月

の

開

催

予

定

講

座

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvdlXKS8dTx3MAkWuU3uV7/SIG=12287eg9k/EXP=1405656394/**http:/www.majima-clinic.jp/image/hel-33.2.jpg
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が
あ
り
、
ゲ
ー

ム
を
し
カ

　
　
　
　
　
　
　
レ
ー
を
作
り
夕
食
を
と
っ

　
　
　
　
　
　
　
て
か
ら
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
イ
ヤ
ー
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
気
候
も
良
く
快
適
に
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
く
活
動
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
、
そ
れ
ぞ
れ

N
月
ヶ

瀬
に
な
り
、

六
月
三
日

(

土

)

に
行
い
ま
し
た
。

例
年
、

夏
休
み

に
行
っ

て
い
ま

し
た
が
、
熱
中

症
な
ど
を
考
え

六
月
初
め
に
行
い
ま
し
た
。
東
部
五
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
六
四
名
の
参
加
者

で
す

。
絵
手
紙
は

、
季
節
の
野
菜
を
書
き

ま
し
た

。
な
す
び
で
ス
タ
ン
プ
も
作
り
ま
し

こ
ん
な
講
座
が
あ
り
ま
し
た
！
（
公
民
館
主
催
講
座
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
作
品
作
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

を
し
な
が
ら
実
験
を
行
い
ま
し
た

。

ほ
と
ん
ど
の
実
験
が
初
め
て
の
も
の
で

、
驚

　
つ
げ
体
験
セ
ミ
ナ
ー

　
　
春
季
寄
せ
植
え

　
第
2
回
は

、
絵
手
紙
と
そ
う
め
ん
流
し

都
祁
高
齢
者
学
級

に
出
展
し
よ
う
と
、
七
月
七
日
（
金

)

陶
芸

き
と
感
動
で
し
た

。

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
「
伊
賀
焼
大
内
窯
」
か
ら
三
名
の
講

師
を
迎
え
、
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
に
鉢

い
状
況
の
な
か
で
、
各
々
力
作
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
、
満
足
の
い
く
作
品

が
作
れ
た
。
日
常
生
活
で
使
っ
て
い
き
た
い
。

陶
　
芸
　
体
　
験

 
自
分
好
み
の
作
品
を
作
り
、
つ
げ
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
皿
の
作
り
方

た

。

　
第
1
回
の
キ
ッ

ズ
つ
げ
ザ
ー
は
、
お
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
演
を
ま
じ
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
を
い
た
だ

焼
き
上
が
り
が
楽
し
み
だ
。
な
ど
の
声
が
聞

実
験
・
絵
手
紙
・
そ
う
め
ん
流
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
、
実

ろ
実
験
で
し
た
。

○
カ
ン
つ
ぶ
し

か
れ
ま
し
た
。

キ
ッ
ズ
つ
げ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
別
指
導
に
近

改
善
し
ま
し
た
。

　
東
部
五
館
を
順
に
回
っ
て
い
た
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
も
一
周
回
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
一
番
に
行
っ
た
月
ヶ
瀬
に
な
り
、

都祁公民館だより 平成29年　８月  ６日

二
週
目
に
は
い
り
ま
し
た
。

　
五
回
実
施
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
色
々
と

○
冷
た
く
な
る
水
　
○
電
池
を
作
る

○
水
汲
み
鳥
な
ど
で
し
た
。

楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
と
、
し
か
も
安
全
に
注
意

　
都
祁
公
民
館
た
よ
り
6
月
発
行
（

2
号
）

で
誤
り
が

　
あ
り
ま
し
た
。

作
り

、
ど
の
よ
う
に
で
き
た
か
写
真
で
ご

　
恒
例
の
春
の
寄
せ
植
え
を
行
い
ま
し
た

。

恒
例
で
何
回
も
し
て
い
ま
す
が

、
今
年
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
し
違
い
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ポ

　
　
◆
編
集
後
記

　
地
域
の
心
の
温
か
さ
に
感
謝
し
な
が
ら
編
集
を
終
え

ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、

快
く
講
師
を
引
き
受
け
て
く
だ

さ
っ

た
り
、

散
策
等
の
場
の
提
供
、

土
地
の
提
供
も
あ

　
黄
楊
俳
句
会
さ
ん
の
、

俳
句
で
す
。

正
し
く
は
、

　
　
荒
鋤
の
春
田
む
こ
ふ
に
大
和
富
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
敬
輔

　
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

り
ま
す
。

物
心
と
も
に
支
え
て
い
た
だ
く
地
域
の
方
に

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

デ
イ
キ
ャ
ン
プ

五
つ
星
キ
ャ
ン
プ
Ｉ
Ｎ
月
ヶ
瀬

交
流
キ
ャ
ン
プ
Ｉ

名
前
は
、
五
つ
星

覧
く
だ
さ
い

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ッ
ト
を
使
い
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
公
民
館
の
人
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
座
で

、
多
数
の
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
込
み
が
あ
り
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ポ

ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
は

、
イ
チ
ゴ
を
植

え
る
ポ

ッ
ト
で
す
が

、
花
も
植
え
ら
れ
ま

す

。
今
回
は

、
ポ

ッ
ト
を
二
段
に
積
む
形
で

◇
お
詫
び
と
訂
正

◆
恵

香

院
◆

たどたど

（ろくろを回し慎重に）

流しそうめんを楽しむ姿


